
 

 

 

 

 

 

 

 
－人類と共存できない原発を一日も早くなくし、自然エネルギーへの転換を― 

 
大田区では「原発ゼロアピールおよび自然エネルギーへの転換を」の事務局がつくられ、幅広く訴え運動を

すすめています。発足はじめに呼びかけ人が集まり記者会見を行い朝日新聞などに取り上げられ、現在では区

内の著名人、作家・画家・弁護士・医師・住職・歌手など 110 名を超す呼びかけ人となっています。あらゆる

団体・個人へ賛同していただくための運動をすすめ、そのなかで病院・開業医へは 600 通以上の手紙を出し、

これまで全く繋がりのない 14 の病院の院長・開業医の所長から「自然エネルギーに転換し穏やかな地球に」「利

己的な資源利用を反省し世界に向けエネルギー問題でリードすべき」など賛同のコメントが寄せられました。 

先日行われた「呼びかけ人会議」で参加者より、いま行動を起こすことが必要、ということとなり 6月 2日

に区内ＪＲの駅頭でアピールを行いました。今後の大きな運動に繋げる予定です。（城南福祉医療協会 土井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 月 13 日（日）に十数年ぶりに開催した「立川健康まつり」の記念講演として、日本大学准教授の野口邦和氏

に「放射線の影響とその予防」との講演をしていただきました。150 人超の方が熱心に聞き入りました。 

野口さんはやみくもに放射能の危険性を煽るのではなく、3.11 以降頻回に使用されたあ

の単語「ベクレル」と「シーベルト」の違い、「半減期」の意味など正確な説明をされ、参

加された方からは、「とてもわかりやすかった」と評判でした。 

つづいて参加者が一番聞きたい私たち人体への影響について話しを移し、「放射性セシウ

ムは土に吸着し、深く浸透しないので表面を削ることでかなり除染できる」「野菜などは水

で洗い流すことでかなり放射性物質を落とすことができる」「福島県の稲で放射性物質が出

ているのはほんのわずか。土壌から稲へ放射性物質が移行するのはごくわずか」など具体的

に放射線から身を守る方法を教えていただきました。 

福島の農家の方などが苦しむ風評被害も国民の多くが冷静に考え、行動すればなくすこと

ができると思いました。信用されない政府やマスメディアの責任は重大です。 

（すながわ相互診療所 山根 浩） 
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２日ＪＲ蒲田駅前宣伝にて。 
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